
食 事

安 静 度

制限はありません。

・ 絶食の指示に従って下さい。

・
・
治療中は仰向けまたは、うつ伏せの姿勢で
す。
治療中は定められた位置よりできるだけ動か
ないようにしてください。

今までどおりです。

はずれる歯（差し歯、入れ歯）、時計メガネ
などを外しましょう。
貴重品は詰所に預けておかれることをお
勧めします。

治療中は、お話ができます。
不安なこと、苦痛なことがあれば、遠慮なく仰っ
て下さい。
多少大きな音がします。
治療中は、人により、痛みを伴う場合がありま
す。

・

・
・

・

・

痛みがあれば、我慢なさらずにお知らせ下さ
い。
治療後、初回の尿は尿器に取り看護師にお
見せ下さい。

・ 尿器はトイレにあります。

・

・

・
・
車椅子で病室へ帰ります。
30分間安静が必要です。

トイレに行きたい場合は、お知らせ下さ
い。
30分後から歩行できます。

・
・

・ 今までどおりです。

30分後から水分がとれます。
水分を十分にとりましょう。
30分後から食事がとれます。
日帰りの場合は、病院食は出しません。

・
・
・
・

・

そ の 他
・
・

看護計画
リハビリテーション等
の計画

入院前にレントゲンをとります。
入院後、治療に必要な準備をします。

・
・

・

・

病衣に着替えていただきます。
シャツ、靴下も脱いで下さい。
看護師が血圧、脈拍、体温などを測り体調
をうかがいます。

・

・
・

連絡がありましたら、お手洗いを済ませて下さ
い。
痛み止めの坐薬を入れます。
治療は、1階放射線科で行います。

・
・

・ 今までお飲みの薬は医師の指示通りに服用し
てください。

*在宅復帰支援計画
◇総合的な機能評価

日常生活動作　（　自立　・　要介助　）　注意して診療にあたります。

患 者 様 及 び
ご家族への説明

・ 安全に検査が受けられるように、次の点にご
協力下さい。

・

・

次回の外来受診日は退院時に説明します。
石の確認もそのときに行います
退院後、次のような症状があれば、1週間以
内であっても泌尿器外来を受診して下さい。

①
②
③

血尿が濃くなる。
38度以上の高熱が出る。
痛みが強い。

内 服 薬

治療中の点滴を2時間位続け、なくなれば終了
です。

手 術 お よ び
検 査 内 容

看護師が一緒に行きます。
歩いて、または車椅子で行きます。

・
・
・

・

：

：担当看護師 印

担当医

・

印
在宅復帰
支援担当者

印

：

患者氏名： 様 病名

（患者ID：

入院診療計画書＜体外衝撃波結石破砕術＞ 特別な栄養管理の必要性

） 病棟 （

上記の説明を受けました。

注1　病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って、変わり得るものです。　注2　入院期間については現時点で予想されるものです。
注3　＊印は、地域包括ケア病棟入院料（入院医療管理料）を算定する患者様にあっては、必ず記入すること。　注4　◇印は、入院患者に対して、総合的な機能評価を行った患者について、評価結果を記載すること。
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治療前 治療中
日 時

入　院　当　日　（　　　／　　　）

・

・

治療のあと、夕方までに特に変わったことがな
ければ、主治医の診察後に、退院許可となりま
す。
治療後の尿の不具合で、早ければ治療後3時
間程度でも帰れます。

松江赤十字病院　泌尿器科患者様氏名：

退院時治療後

治療前に点滴を開始します。
治療用のベッドに移ります。
心電図モニターを付けます。

号室　）

*

尿路結石

症状 疼痛・発熱・血尿・その他

有 無


